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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、初修フランス語教育を支援する「ポートフォリオ連動型デジタル教
材」の開発である。授業者と学習者の双方における使用を想定し、授業と自主学習で効果が見込めるデジタル教
材の開発を目指した。その結果、学習コンテンツの充実、eポートフォリオの改良、これらを補助する各種機能
の拡張を成し遂げた。本成果は学会等で公表し、デジタル教材として随時アップデートしつつ、Web上で公開し
ている。現在、本研究成果を発展させ、デジタル教材と一体化した「デジタル教科書」の制作を試みている。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop "portfolio-linked digital teaching 
material" that supports beginners’ French classes. We aimed to develop digital teaching materials 
useful for both the teachers and the learners that enable to make effective lessons and to support 
independent learnings. Consequently, we achieved to enhance learning contents, improve e-portfolio, 
and extend various supporting functions. The outcomes of this study were published at academic 
conferences, and the digital teaching materials are now disclosed with concurrent updating on the 
web. Currently, we are expanding our study by developing e-textbooks, which utilize digital teaching
 materials developed by this study.

研究分野：外国語教育（フランス語）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1)大学等における初修外国語教育では、自
主学習を促進し、語学学習を支援するデジタ
ル教材の需要が高まりつつあった。これに則
して、語学のアプリや既存の教科書にデジタ
ル教材を付加する出版元も現れ始めた。しか
し、デジタル教材の使用およびサーバー管理
等には制限が発生し、教科書の著者がデジタ
ル教材の内容精査や改善および追加等を容
易に行えない問題があった。また、出版社の
場合、教科書データを用い、業者等に依頼し
てデジタル教材を制作するため、学習環境に
配慮し、学習過程の精査から構築されたデジ
タル教材は無きに等しい状況だった。 
 
(2)本研究課題に取り組む以前の 2010年より、
フランス語学習支援システムの構築と教材
開発を行い、「教科書＋デジタル教材＋e ポー
トフォリオ」の三位一体型による学習環境の
整備を探究した。その結果、教科書『なびふ
らんせ』を出版し(2013 年)、これと連動して
学べ、e ポートフォリオも搭載したデジタル
教材：Web〈なびふらんせ〉の公開に至った
(2012 年)。本デジタル教材は、他の教科書・
教材と併用して使用する場合やデジタル教
材のみで学ぶ独学ユーザーなど、多様なケー
スに対応し得るよう設計した。授業実践を経
た結果、さらに教材を発展させ、フランス語
文法(基礎)を網羅するデジタル教材の開発
が必要との認識に至った。 
 

２．研究の目的 

(1)本研究の目的は、初修フランス語教育を
対象に、フランス語文法(基礎)を網羅する
「ポートフォリオ連動型デジタル教材」の実
現である。授業者と学習者の双方における使
用を想定し、多様な環境における自主学習で
効果が見込め、授業時の活用においても有用
なデジタル教材の具体化を目指した。 
 
(2)先行研究成果のデジタル教材は、フラン
ス語文法(基礎・前半)に当たる。したがって、
フランス語文法(基礎・後半)を学ぶための内
容の拡大とそれに合致する学習コンテンツ
の充実を図る。また、語学学習を実質的に支
援し得るeポートフォリオのあり方を探究し、
新たな学習環境の整備例、語学教育における
教材開発モデルとして呈することを研究目
的とした。 
 

３．研究の方法 

(1)デジタル教材は、授業に導入でき、紙媒
体の教科書との併用においても有機的に学
べる教材として設定した。したがって、デジ
タル教材のモデル開発には、基底とする授業
時使用を想定した教科書が必要となる。そこ
で、教科書『なびふらんせ 2』の制作を行っ
た。また、既刊の『なびふらんせ』も改訂し、
一貫性のある学びを設定してデジタル教材
のモデル開発を行った。 

(2)デジタル教材の学習コンテンツ(7 種)は、
フランス語文法(基礎・後半)の多様な時制に
対応した動詞活用練習や文法練習問題、多彩
な語彙と表現を満たす練習教材など、学習に
合った内容の充実が必要である。研究協力者
と共同して試作を行い、授業実践で精査を重
ねた。 
 
(3)Web学習を支えるeポートフォリオのあり
方については、理解度確認のための「テスト」
との連動および設問形式や設問の質が肝要
となる。授業実践等で実際的な使用を鑑み、
ポートフォリオの動作および見え方も含め
て検討を重ねた。 
 
(4)語学学習を異文化理解とともに学べるよ
う、文化事項に関する教科書・教材(コンテ
ンツ)の充実を図るには、フランス現地の資
料が欠かせない。そこで、首都パリと地方の
現地資料およびフランス世界遺産に関する
資料収集をフランスにて行い、収集した資料
をベースに活かして教科書およびデジタル
教材のコンテンツ制作を行った。 
 
(5)デジタル教材は、授業者と学習者の双方
において利便性がよく、多様な環境で簡易に
使えることが最良である。そこで、PC やスマ
ートデバイスなど様々な媒体において動作
確認(見え方も含む)を行いながらデジタル
教材の開発を進めた。さらに、アンケート調
査結果を精査し、授業者と学習者の意見を照
応しながら利便性と有効性の検証を重ねた。 
 
４．研究成果 
(1)初修フランス語教育におけるデジタル教
材開発(Web〈なびふらんせ-1〉)を発展させ、
フランス語文法基礎完成を網羅する「語学学
習支援システム(e ポートフォリオ連動型)」
のデジタル教材開発を行った(Web〈なびふら
んせ-2〉の開発)。語学教育研究者と教育工
学研究者による共同開発の特徴から、先進的
技術を駆使した機能性と実用性が合一され、
授業者と学習者において有効的使用が見込
める教材開発モデルの具体化となった。 
 
(2)研究成果物であるデジタル教材の特徴を
概要すると、次のように挙げられる。「紙教
材」と「デジタル教材」の双方のメリットを
取り入れた教材。授業内外での実際的な使用
やeポートフォリオのあり方等に留意した教
材。学習者が学習過程を反芻しつつ教科書や
学習コンテンツを用いて能動的に学べる教
材。e ポートフォリオ機能を活用した学習者
間における学びの共有も可能となる教材。ス
マートフォンからも PC と同等の使用が可能
な教材。成績評価や学びのフィードバックに
活用できる“クラス設定機能”や“ポートフ
ォリオベストプラクティス機能”など各種機
能を備えた教材などである。 
 



(3)現在、「デジタル教材」と称して様々な教
材開発が行われている。たとえば、フランス
語の動詞活用に特化した教材や、語彙や簡単
な日常会話の練習に照準を当てて開発した
教材など、アプリ化されたものも含めれば多
種多様なデジタル教材が作成されている。し
かし、高等教育機関における学習活動を鑑み、
授業内学習から授業外の自主学習までも視
野に入れ、教員と学習者の双方において利便
性と汎用性のある“総合力のある教育ツー
ル”の開発を目指して制作されたものは他に
例を見ない。 
 
(4)学習サイクルを視野に入れた学習環境の
構築において、学習コンテンツ・テスト・e
ポートフォリオ・ポートフォリオ関連の拡張
機能・クラス設定機能等、実際的な学習時に
おける視点から考察して有用性を検証し、開
発した研究成果を学会や研究会で公表した。
高等教育を対象にした「デジタル教材」の研
究は、初等・中等教育に比べて事例が少ない。
大学等における授業内の学習活動や自主学
習時における使用を鑑みた教材開発は、いま
求められる「教育のデジタル化」の検討に直
結する。ICT の利便性・合理性といった特性
を活かした多くの「デジタル教材」開発が進
められ、どのような教材が実際的な学習にお
いて有用性と有効性のあるものとなるのか。
本研究課題は、今後の教育のデジタル化推進
において、本質的な問いと向き合うものであ
る。学会等で研究成果報告を行えたことは、
他言語教育の研究者にも応用可能な教材開
発例を示すことができたと認識している。 
 
(5)フランス語以外の語学研究者からも学習
環境の整備と構築の点で、他に例を見ないデ
ジタル教材としての評価を得、関心が寄せら
れている。また、初等・中等教育での英語教
育にも応用可能なモデル開発例になり得る
といえるだろう。このことは、5 年間継続し
た授業実践とアンケート調査の結果からも
裏付けることができ、特に、学習者において、
このような学習環境(教材の提供)の有用性
と必要性が強く求められていることが明確
となった。 
 
(6)本研究成果は学会等で公表(発表・論文掲
載)を行ってきたが、今後も精査を重ねて改
良を加え、研究報告を行っていく。また、本
研究成果物であるデジタル教材は、Web 上で
公開しているが、随時アップデートを行い、
質的向上を図っていく。さらに、デジタル教
材開発において制作した教科書『なびふらん
せ２』は、大学等の授業に提供できるよう出
版の予定である（2019 年）。 
 
(7)本研究成果は、近い将来、必須となる「デ
ジタル教科書」の研究開発への展開も促し得
るものとなった。すなわち、「紙媒体の教材・
デジタル教材・e ポートフォリオ・教育資料

の提供(ダウンロード機能)」からなる教育ツ
ール群を束ねて中核を成す「デジタル教科
書」の設計である。本研究期間(最終年度)に、
本研究課題と併せて開発を進め、デジタル教
科書の試作(あり方の検討)にも至っている。
本研究課題の学術的独自性に更なる創造性
をもって臨む探究となった。 
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